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熟議の進め方 

 

  「熟議」をしよう 

 

コミュニティ・スクールを進める中で、学校運営協議会が円滑に進められていないかもしれな

いと感じることはないでしょうか。 

学校運営協議会の運営で大事なのは、学校と地域・保護者委員が充実した対話をしながら、信

頼関係を築いていくことです。 

 

すでに充実した活動を行っているという学校運営協議会関係者に「うまくすすめられたコツ

は？」「立場の異なる人たちが共通理解を深め、スムーズな運営のために行ってきたことは？」

と聞いたところ、「熟議」を繰り返したと答えました。 

 

 では、「熟議」とは、どのように進めていけばいいのでしょうか？ 

 

「熟議」とは、「熟考」して「協議」すること 

 

 

  学校運営協議会において 

 

まず各回の学校運営協議会では、一人ひとりの発言を大切にし、参加した全ての委員が積極的

に協議に参加できるような進行を工夫します。 

 

【工夫するポイント】 

▶ 全員が発言できる機会を作れるように。 

▶ 特定の人の意見に強く流されることなく、全員の意見が尊重されるように。 

▶ 多くのアイデアが生み出されるように。 

▶ 意見や考えを「見える化」しながら共有していくように。 

▶ 議論を整理しながら、解決策などにつながりやすくなるように。 

▶ 話が迷走するときには、ホワイトボードに書き出したり、付箋を利用したりして張り出して整

理し、「見える化」して進め、納得解を導き出すプロセスが見えるように。 

 

「熟議」とは、みんなの思いを共有する場 

 

熟議の前に 
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   学校を構成する教職員・保護者・地域関係者が語り合う「熟議」について 

 

各々の立場が異なっていても、学校づくりを進めるために大切な人たちの声を、お互い語り、 

聴く場を設ける場づくりをぜひ取り入れてください。 

「熟議」をすることにより以下の効果が期待できます。 

 

【期待できる効果】 

▶ 互いの立場や果たすべき役割への理解が深まる。 

▶ 解決策が洗練される。 

▶ 個々が納得して自分の役割を果たすようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「熟議」とは 

みんなの思い

を共有する場 
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   「熟議」の進め方 （参考例） 

 

■ 学校運営協議会 年度末熟議の例   

【KPT法（Keep Problem Try）】 

一年の振り返りとして、Keep「良かったこと」、Problem「直したいこと」、Try「次に取

り組むこと」を話し合い、次年度に生かせるようにします。 

 

〈手順〉 

● KPTに分けて話し合い、付箋等で見える化する。 

● 同じ内容の付箋をまとめていきながら整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「熟議の会」の例   

【ワールドカフェ方式の話し合い】 

ワールドカフェ方式は、参加者がテーブルからテーブルへ移動して、多様な意見を聴き、

自分の意見と他の意見を結び付けて、新たな知恵を生み出していく話し合いの方式です。 

 

〈手順〉 

① １グループ４～６人が座れる椅子とテーブルを用意する。 

② 一つのテーマを設け、一回 20分～30分程度の会話を２～３ラウンドほど行う。 

③ 会話の中で出たアイデアや質問、残したい言葉などは、テーブルに敷かれた模造紙に 

書き込んでいく。 

    ④ 最初のラウンドが終わったら、一人が「ホスト」としてテーブルに残り、ほかの人は別 

のテーブルに移動する。ホストは、新しい人を歓迎し、そこでどのような会話が行われ 

ていたかをシェアし、新しい人のアイデアなどと繋いでいく。 

※ホストは司会者ではないので、自らも話の輪に入っていく。 

⑤ 最後のラウンドは、最初のテーブルに戻っていき、ほかのテーブルで得られた発見等 
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を統合し、深めていく。 

  【マナー】 

  参加した人が気持ちよく会話できるように、熟議開始時に一定のマナーを伝えます。 

  ① 出された意見に良い悪いはありません。みんなの意見として聴きましょう。 

  ② 人の意見は否定しません。 

  ③ 人と異なる意見を出すことももちろん可能です。「私はこう思う」というスタンスで臨み 

ます。 

  ④ 限られた時間をうまく使うために、一人の発言時間が長くならないように配慮して話し 

ます。 

 

   「熟議」の進め方 （具体的な手順） 

 

 実際に「熟議」を行う時の進行手順を以下に記載します。 

参考にしていただき、ぜひ各校の学校運営協議会でも取り入れて実施してみてください。 

 

① 事前の準備 

 

事前に以下の内容について、検討・準備をしておきます。 
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② 当日の進行 

 

当日の進行や熟議が活性化するテクニック等以下のとおり参考にしてください。 
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